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平成２８年度公共用水域及び地下水の水質測定計画（案）について 

 

１ 公共用水域水質測定計画（案）の概要 

 
(1) 趣旨 

   この計画は、水質汚濁防止法第１６条に基づき、公共用水域の水質の測定について、必要な事

項を定めるとともに、ダイオキシン類対策特別措置法第２６条、第２７条により実施する公共用

水域のダイオキシン類の調査測定についても、必要な事項を定めるものである。 
 
(2) 測定期間 

   平成２８年４月から平成２９年３月まで 
 
(3) 測定地点 

水質汚濁防止法に基づく項目については、河川は３１水域４７地点、湖沼は５水域６地点の計

３６水域５３地点の水質測定を実施する。 
  ダイオキシン類対策特別措置法に基づく項目については、河川は６水域６地点、湖沼は１水域

１地点の計７水域７地点の水質及び底質の測定を実施する。 
 
(4) 測定項目・回数及び実施機関 

根拠法令 項目 測定項目
測定
回数

実施機関

生活環境
項目

水素イオン濃度(pH)、生物化学的
酸素要求量(BOD)、化学的酸素要
求量(COD)、浮遊物質量(SS)、全亜
鉛(Zn)、ノニルフェノール、直鎖アル
キルベンゼンスルホン酸及びその
塩(LAS)等
１１項目

年2～24回

健康項目

カドミウム(Cd)、全シアン(CN)、砒素
（Ａｓ）、テトラクロロエチレン(PCE)、
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素
(NO3-N・NO2-N)等

２６項目

年1～12回

要監視
項目

クロロホルム、フェノール、ホルムア
ルデヒド、アニリン等
３１項目

年1回

特殊項目
銅(Cu)、クロム等
４項目

年1～4回

その他
項目

塩素イオン(Cl
-
)、電気伝導率等

８項目
年1～24回

ダイオキ
シン類
対策特別
措置法

ダイオキ
シン類

ポリ塩化ジベンゾフラン及びポリ塩
化ジベンゾ-パラ-ジオキシン、コプ
ラナーポリ塩化ビフェニル

年1回
山梨県

国土交通省

水質汚濁
防止法

山梨県
国土交通省
甲府市

 
 

 

 

 

 

 

 

 (5) 公表 

   測定結果は、原則として１年間分をとりまとめ評価を行い、平成２９年度に公表する。 
   なお、環境基準点における主な生活環境項目の調査結果を、毎月１回、県のホームページ上で

速報値として公表する。 
 
 (6) 測定計画の変更点 

○ 国土交通省が測定を実施している地点について、過去１０年間の測定結果からカドミウム、

全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀及びほう素が検出されていない、若しくは低い検出

値（基準の１/３～１/１０）である地点について、常時監視業務の効率化を図るため、測定回
数を変更する。 
  

 
変更事項一覧

測定項目
測定地点 H27H28H27H28H27H28H27 H28H27H28H27H28H27H28
船山橋 3 2 3 2
三郡西橋 3 2 5 3
富士橋 5 2 4 2 4 2 7 4 4 2
南部橋 3 2 3 2
亀甲橋 3 2 5 3
三郡東橋 5 2 4 2 4 2 4 2 7 4 4 2
重川橋 3 2 5 3
日川橋 3 2 3 2
信玄橋 2 1 2 1
富山橋 2 1 3 1 2 1
塩川橋 2 1 2 1
桃林橋 2 1 3 1 2 1
鵜飼橋 2 1

環
境
基
準
点

補
助
点

カドミウム 全シアン 鉛 六価クロム 砒素 総水銀 ほう素



- 2 - 
 

 
２ 地下水水質測定計画（案）の概要 

 
(1) 趣旨 

   この計画は、水質汚濁防止法第１６条に基づき、地下水の水質の測定について、必要な事項を

定めるとともに、ダイオキシン類対策特別措置法第２６条、第２７条により実施する地下水のダ

イオキシン類の調査測定についても、必要な事項を定めるものである。 
 
(2) 測定期間 

   平成２８年４月から平成２９年３月まで 
 
(3) 調査方法 

  地下水の水質調査は、概況調査、汚染井戸周辺地区調査及び継続監視調査により実施する。 

① 概況調査 
  県内の全体的な地下水質の状況を把握するために調査する。 

  (Ⅰ)環境基準項目、要監視項目 

（ｱ）ローリング方式 
県内をメッシュで区切り、各メッシュ内に不定点の井戸を選定し、数年で１巡する

よう調査する。 
【山梨県】A地区：２年で１巡 B地区：４年で１巡 

       【甲府市】２年で１巡 
A地区：水質汚濁防止法の有害物質使用特定事業場がある 50地区 
B地区：A地区以外の 31地区 

（ｲ）定 点 方 式 
定点において水質の経年変化を把握するために調査する。 

(Ⅱ)ダイオキシン類 

     ダイオキシン類の調査は、県内５kmメッシュで８８地区に区切り、２地区につき１地点

を５年で１巡するよう調査する。 

  

②汚染井戸周辺地区調査 

概況調査等により新たに発見された汚染について、その汚染範囲を確定するとともに、汚染原

因の究明に資するために調査する。 
  

③継続監視調査 

過去の調査により、環境基準を超過し、継続的に監視する必要がある地点で調査する。 

 
(4) 測定地点 

測定機関 山梨県 甲府市 合計 

地点数 

概況調査 
ローリング方式 33（21） 11（11） 44（32） 

定点方式 9 0 9 

継続監視調査（定点方式） 31 6 37 

ダイオキシン類（ローリング方式） 9 0 9 

  ローリング方式の ( ) 内の数値は要監視項目測定地点数 
 
 

 

 

 

(5) 測定項目・回数及び実施機関 

根拠法令 項目
測定
回数

測定機関

カドミウム(Cd)、全シアン(CN)、トリクロロエ
チレン(TCE)、硝酸性窒素及亜硝酸性窒
素(NO3-N・NO2-N)等
環境基準項目　２８項目

年2回

クロロホルム、トルエン、キシレン等
要監視項目２４項目

年1回

定点方式
汚染の可能性の高い項目及びその分解
生成物

年2回

前年度の調査で環境基準を超過した項
目及びその分解生成物

年1回

前年度までの調査で汚染が確認された項
目及びその分解生成物

年1回
～2回

ダイオキ
シン類
対策特別
措置法

ポリ塩化ジベンゾフラン及びポリ塩化ジベ
ンゾ-パラ-ジオキシン、コプラナーポリ塩
化ビフェニル

年１回 山梨県概況調査

調査の種類

水質汚濁
防止法

概況
調査

ローリング
方式

山梨県
甲府市

汚染井戸周辺
地区調査

継続監視調査

 
 

 (6) 公表 

   測定結果は、原則として１年間分をとりまとめ評価を行い、平成２９年度に公表する。 
 
(7) 測定計画の変更点 

①継続監視調査対象井戸の見直し 

・継続監視調査を実施している地区のうち、１地区（南アルプス市 上今井）において調査対象

井戸が廃止され、かつ周辺に他の井戸が存在しないことから、調査を終了する（３２地点から

３１地点に変更）。 
 
②継続監視調査の測定回数の変更 

・過去の測定結果の蓄積（３年以上）により、年間１回の測定で地下水汚染の状況を継続的に監

視することが可能な地点については、常時監視業務の効率化を図るため、測定回数を変更する

（甲府市内の測定地点について年間２回から年間１回に変更）。 
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